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[ 図 2] illuminate a lighting target with pla
nar light having few nonuniformities,
a backlight (2) i s provided with a
light guide plate (5) having multiple
leg members (53 1) protruding from
an attachment part (53), which i s the
surface opposite of an emission part
(52), and a chassis (4) having hold
ing units (41 1) into which the leg
members ( 1) are inserted.

(57) 要 約 ： 輝 度 む らの 少 な い
面 状 光 を精 度 良 く照 射 対 象 に
照 射 す る た め 、 導 光 板 5 に 出
射 部 5 2 の 反 対 側 の 面 で あ る
取 付 部 5 3 か ら突 出 す る複 数
個 の 脚 部 材 5 3 が 備 え られ
て お り、 シ ャー シ 4 に 脚 部 材
5 3 が 挿 入 され る保 持 部 4
1 1 を備 えて い るバ ック ラ イ
トュ ニ ッ ト2 と した 。





明 細 書

発明の名称 ：バ ックライ トュニッ トおよび液晶表示装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、液晶表示パネルのような非発光型表示パネルに光を供給するバ

ックライ トュニッ 卜およびこのバ ックライ トュニッ トを備えた液晶表示装置

に関するものである。

背景技術

[0002] 近年、ノー トパ ソコンのモニタ、テ レビジ ョン受像機等の表示装置 として

液晶表示装置が採用 されていることが多い。前記液晶表示装置は、液晶表示

パネル と、液晶表示パネルの背面に配置 されるバ ックライ トュニッ トを備え

てお り、前記液晶表示パネルが、前記バ ックライ トュニッ 卜か らの光の透過

率 （透過量）を調整 し、前記液晶表示パネルの正面に画像を表示 している。

[0003] 前記バ ックライ トユニッ トは大きく分けて 2 種類ある。 1 つは、導光板を

用い、前記導光板の側面か ら光を入射 させる導光板方式 （エッジライ ト方式

) であ り、もう 1 つは液晶モジュールの背面に光源を配置 した直下型方式で

ある。前記液晶表示装置に対する薄型化及び小型化の要求が高まってお り、

直下型方式に比べ、薄いエッジライ ト方式のバ ックライ トュニッ トを採用す

る液晶表示装置が多 くなつている。

[0004] 従来のバ ックライ トュニッ 卜について図面を参照 して説明する。図 8 は従

来の液晶表示装置に用いられるバ ックライ トュニッ 卜の分解斜視図である。

バ ックライ トュニッ ト9 2 は液晶表示パネル （不図示）の背面よ り面状光を

照射するユニッ トである。図 8 に示すように、バ ックライ トユニッ ト9 2 は

、バ ックライ トシヤ一シ 9 4 と、バ ックライ トシヤ一シ 9 4 に保持 された複

数個の光源である L E D ランプ 9 6 と、バ ックライ トシヤ一シ 9 4 に保持 さ

れ、 L E D ランプ 9 6 か らの光を面状光 として液晶表示パネルに照射する導

光板 9 5 とを備えている。導光板 9 5 はバ ックライ トシヤ一シ 9 4 の側壁部

に保持 されている。なお、図 8 に示すように、バ ックライ トユニッ ト9 2 は



、正面か ら見て長方形状である。そ して、 L E D ランプ 9 6 が導光板 9 5 の

短手方向の両端面に対 して光を出射するように配置 されている （特開 2 0 0

1 - 1 4 9 2 3 号公報、特開 2 0 0 1 _ 3 4 1 8 5 号公報等参照）。

[0005] しか しなが ら、バ ックライ トシヤ一シ 9 4 と導光板 9 5 との間には隙間が

形成 されている場合が多い。この場合、導光板 9 5 をバ ックライ トシャーシ

9 4 に精度よく位置決めできず、バ ックライ トュニッ ト9 2 か ら出射 される

光の輝度が低下 した り、光の照射位置がずれた りする。

[0006] バ ックライ トシヤ一シ 9 4 と導光板 9 5 とを精度よく位置決めするための

構造を備えたバ ックライ トュニッ 卜がある。図 9 は図 8 に示すバ ックライ ト

ユニッ トの改良型の正面図である。図 9 に示すように、導光板 9 5 に複数個

の切 り欠き 9 5 0 を形成 し、バ ックライ トシヤ一シ 9 4 に設けられているス

タッ ドビン 9 7 と切 り欠き 9 5 0 とをあわせて位置決めするバ ックライ トュ

ニッ ト9 2 がある。このように、複数個の切 り欠き 9 5 0 と切 り欠き 9 5 0

にあわせて備えられたスタッ ドビン 9 7 とを用いることで、バ ックライ トシ

ヤーシ 9 4 と導光板 9 5 とを正確に位置決めすることができ、液晶表示パネ

ル （不図示）を正確な面状光を照射することができる。

先行技術文献

特許文献

[0007] 特許文献1 ：特開 2 0 0 1 _ 1 4 9 2 3 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 1 _ 3 4 1 8 5 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0008] しか しなが ら、切 り欠き 9 5 0 とスタッ ドピン 9 7 とを用いてバ ックライ

トシヤ一シ 9 4 と導光板 9 5 との位置決めを行 う場合、切 り欠き 9 5 0 ゃス

タツ ドビン 9 7 の影響で導光板 9 5 の内部を透過する光が遮 られた り乱反射

した りする。その結果、導光板 9 5 か ら出射 される面状光に輝度む らが発生

する。これ らの切 り欠き 9 5 0 及びスタッ ドビン 9 7 による輝度む らについ



て 図面 を参 照 して説 明す る。 図 1 0 はス タ ッ ドピンに よ る輝 度 む らが発 生 し

て い る部 分 の拡 大 図 で あ り、 図 1 1 は切 り欠 きに よ って輝 度 む らが発 生 して

い る部 分 の拡 大 図 で あ る。

[0009] 図 1 0 に示す よ うに、切 り欠 き 9 5 0 にス タ ッ ドピン 9 7 が 配置 され て い

る ことか ら、導 光 板 9 5 を正 面 か ら見 た とき、導 光 板 9 5 の 長 方 形 の 内部 に

ス タ ッ ドピン 9 7 が 配置 され る状 態 とな って い る。 この よ うな状 態 で 、 L E

D ラ ン プか ら光 が照 射 され る と、ス タ ッ ドピン 9 7 が 光 を遮 り、 図 1 0 に示

す よ うに、 V 字 状 の影 S d が 形成 され て しま う。 この影 に よ って 、バ ック ラ

ィ トュ ニ ッ 卜か ら出射 され る面状 光 に輝 度 む らが発 生す る。

[001 0] また 、 図 1 1 に示す よ うに、切 り欠 き 9 5 0 が 形成 され て い る ことで 、導

光 板 9 5 の 内部 の光 が切 り欠 き 9 5 0 で全 反 射 して しま い、切 り欠 き 9 5 0

の 部 分 の輝 度 が上 が り、輝 度 む らとな って しま う。

[001 ] 以上 に示 した よ うに、輝 度 む らを発 生 しゃす い構 造 を有 して い る導 光 板 9

5 で は、 出射 す る光 の輝 度 む らを抑 制 す るた め の最 適 化 設 計 が 困難 にな る。

[001 2] そ こで本発 明 は、製 造 及 び組 み 立 てが簡 単 で 、輝 度 む らが抑 制 され た 面状

光 を精 度 良 く照 射 対象 に照 射 で き るバ ック ライ トュ ニ ッ ト及 び そのバ ック ラ

ィ トュ ニ ッ トを用 いた液 晶表 示装置 を提 供 す る ことを 目的 とす る。

課題 を解決するための手段

[001 3] 上 記 目的 を達 成 す るた め に本発 明 は、 シ ャー シ と、前 記 シ ャー シの 内部 に

取 り付 け られ た光源 と、前 記 シ ャー シの 内部 に取 り付 け られ 前 記 光源 か らの

光 を端 面 か ら受光 し面状 光 と して正 面側 の 出射 部 か ら出射 す る直方体 の導 光

板 とを備 えたバ ック ライ トュ ニ ッ 卜で あ って 、前 記 導 光 板 は、前 記 出射 部 の

反 対側 の 面 で あ る取 付 部 か ら突 出す る複 数個 の脚 部材 を備 えて お り、前 記 シ

ヤー シは前 記脚 部材 が揷 入 され る保 持 部 を備 えて い る ことを特徴 とす る。

[001 4] この構 成 に よ る と、前 記 導 光 板 が 直方体 で あ り、前 記 導 光 板 の前 記 シ ヤー

シ との係 合構 造体 で あ る前 記脚 部材 が前 記 導 光 板 の外 部 に突 出 した 形状 で あ

るの で 、前 記 光源 の前 に係 合構 造体 を配置 しな くて もよ い。 また 、位 置 決 め

用 の切 り欠 き も不 要 で あ る。 これ に よ り、前 記 光源 か らの光 が前 記係 合構 造



体で遮 られた り、前記光源か らの光が前記切 り欠きで不均一に反射 された り

しないので、前記出射部か ら出射 され る面状光の輝度む らが抑えられ る。

[001 5] また、前記導光板は直方体か ら突出する脚部材 を備 える構造であるので、

構造が簡単で製造が容易である。また、前記導光板の受光 し面状光を出射す

る部分が直方体であるので、面状光の輝度む らを抑えるための前記導光板の

最適化設計が容易である。

[001 6] また、前記導光板は、前記脚部材 を前記保持部に挿入することで前記シャ

ーシに精度良 く位置決め され る。 これによ り、前記導光板は、前記出射部か

らの面状光を照射対象に精度良 く照射することが可能である。

[001 7] 上記構成において、前記導光板 と前記複数個の脚部材 とは、一体成型体で

あってもよ く、前記複数個の脚部材が、前記導光板に対 して着脱可能であつ

てもよい。前記導光板 と前記脚部 とがー体成型体であれば、前記導光板の製

造が容易である。また、前記導光板 と脚部材 とを着脱可能な構造 とした場合

、前記シャーシの前記保持部の位置 を変更する必要がある場合であっても、

前記導光板は、前記脚部材の位置 を変更するだけでよ く、前記シャーシの変

更に容易に対応することができる。

[001 8] 上記構成において、前記複数個の脚部材は、前記導光板を前記取付部の中

心を通 り前記取付部 と直交する軸で 1 8 0 度回転 した とき、前記保持部に揷

入できないように形成 されていてもよい。

[001 9] この構成によると、前記導光板は前記シャーシに対 して正 しい方向 （1 8

0 度回転 していない方向）の ときだけ、前記シャーシに取 り付 けることが可

能である。 これによ り、厳密な方向の確認がな くても、前記導光板は前記シ

ヤーシに正 しい方向で取 り付 けられ る。 これによ り、最適化 された導光板を

適切な方向で前記シャーシに取 り付 けることができ、前記導光板か ら出射 さ

れ る面状光の輝度の低下や輝度む らを抑制することが可能である。

[0020] 上記構成において、前記取付部の中心を挟んで対称の位置にある少な くと

も 1 組の脚部材 を前記取付部 と平行な面で切断 した断面が、点対称ではない

形状であってもよい。



[0021 ] この構成 によると、前記導光板 は前記 シャー シに対 して正 しい方 向 （1 8

0 度 回転 していない方 向）の ときだ け、前記 シャー シに取 り付 ける ことが可

能である。 これ によ り、厳密な方 向の確認がな くて も、前記導光板 は前記 シ

ヤー シに正 しい方 向で取 り付 け られ る。 これ によ り、最適化 された導光板 を

適切な方 向で前記 シャー シに取 り付 ける ことができ、前記導光板か ら出射 さ

れ る面状光の輝度の低下や輝度む らを抑制す る ことが可能である。

[0022] 上記構成 において、前記取付部 と平行な面で切断 した断面形状が異 なる 2

種類以上の脚部材 を備 えていて もよい。

[0023] この構成 によると、前記導光板 は前記 シャー シに対 して正 しい方 向 （1 8

0 度 回転 していない方 向）の ときだ け、前記 シャー シに取 り付 ける ことが可

能である。 これ によ り、厳密な方 向の確認がな くて も、前記導光板 は前記 シ

ヤー シに正 しい方 向で取 り付 け られ る。 これ によ り、最適化 された導光板 を

適切な方 向で前記 シャー シに取 り付 ける ことができ、前記導光板か ら出射 さ

れ る面状光の輝度の低下や輝度む らを抑制す る ことが可能である。

[0024] 上記構成 において、前記導光板が複数個の導光部材 に分割可能な構造 を有

してお り、前記導光部材 はそれ ぞれ 2 個 以上の脚部材 を備 えていて もよい。

この構成 によると、前記導光板 は複数の領域 で異 なる輝度の光 を出射す るェ

リア制御が可能である。また、前記脚部材 を前記保持部 に挿入す るだ けで前

記導光板 を組み立てる ことができる。 これ によ り前記導光板の組み立てが容

易である。

[0025] 上記構成 において、前記保持部 は貫通孔であって もよ く、閉 じた凹穴であ

つて もよい。

[0026] また、本発 明にかか るバ ックライ トュニ ッ トは、液晶表示装置の面状照明

装置 と して用 いる ことが可能である。また、液晶表示装置 に限 らず、 自発光

しない透過型の画像表示装置の背面照明装置 と して も用 いる ことが可能であ

る。

発明の効果

[0027] 本発 明によると、製造及び組み立てが簡単で、輝度む らの少ない面状光 を



照射対象 に精度良 く照射できるバ ックライ トュニ ッ ト及びそのバ ックライ ト

ユニ ッ トを用 いた液晶表示装置 を提供す る ことができる。

図面の簡単な説明

[0028] [ 図 1] 本発 明にかか るバ ックライ トュニ ッ トを備 えている液晶表示装置の一例

の分解斜視 図である。

[図2] 図 1 に示す液晶表示装置 に用 い られ るバ ックライ トュニ ッ 卜の分解斜視

図である。

[図3] 図 2 に示すバ ックライ トュニ ッ 卜に用 い られ る導光板の背面図である。

[図4] 本発 明にかか るバ ックライ トュニ ッ 卜の導光板及びバ ックライ トシヤ一

シの他の例 の概略図である。

[図5] 同 じく導光板及びバ ックライ トシヤ一 シの他の例 の概略図である。

[図6] 同 じく導光板及びバ ックライ トシヤ一 シの他の例 の概略図である。

[図7] 同 じく導光板及びバ ックライ トシヤ一 シの他の例 の概略図である。

[図8]従来の液晶表示装置 に用 い られ るバ ックライ トュニ ッ 卜の分解斜視 図で

[図9] 図 8 に示すバ ックライ トュニ ッ 卜の改良型の平面図である

[図 10] ス タ ッ ドピンによる輝度む らが発生 している部分の拡大図である。

[図 11] 切 り欠 きによって輝度む らが発生 している部分の拡大図である。

発明を実施するための形態

[0029] 以下 に本発 明の実施形態 について図面 を参照 して説明す る。図 1 は本発 明

にかか るバ ックライ トュニ ッ トを備 えている液晶表示装置の一例 の分解斜視

図である。図 1 に示す よ うに、液晶表示装置 A は、液晶表示パネル 1 と、液

晶表示パネル 1 の背面に配置 されたバ ックライ トュニ ッ ト2 とを含んでいる

[0030] 液 晶表示パネル 1 は、液晶が封入 された液晶パネル 1 1 と、液晶パネル 1

1 の正面 （観察者側）に貼 り付 け られた偏光板 1 2 と、液晶パネル 1 1 の背

面 （バ ックライ トュニ ッ ト2 側）に貼 り付 け られた偏光板 1 3 とを有 してい

る。液晶パネル 1 1 は、 T F T (薄膜 トランジス タ）等のスイ ッチ ング素子



を含むア レイ基板 と、ア レイ基板 と対 向 して配置 され 、カラ一 フィル タが形

成 され た対 向基板 と、ア レイ基板 と対 向基板 との間 に充填 され る液 晶 とを含

んで いる （いずれ も不 図示）。なお、液 晶パ ネル 1 は、カラ一 フィル タが前

記 ア レイ基板 に形成 され 、前記対 向基板 には透 明電極 が形成 され て いる構成

で あ って もよい。

[0031 ] 図 1 に示す よ うに、液 晶表示装置 A には、液 晶表示パ ネル 1 とバ ックライ

トユニ ッ ト2 との間 に、光学 シー トユニ ッ ト3 が配置 され て いる。図 1 に示

す液 晶表示装置 A において、光学 シー トュニ ッ ト3 は 3 枚の光学 シー トを備

えて いるが、それ に限定 され るものではな く、 よ り多 くの シー トを含む もの

で あ って も、或 いは、少 な いシー トで構成 され るもので あ って もよい。光学

シ一 トュニ ッ ト3 には、例 えば、拡散 シ一 トゃ レンズ シ一 トな どが含 まれ て

いる。拡散 シー トは入射 され た光 を内部 で拡散す る。す なわ ち、拡散 シー ト

に入射 した光 は、拡散 シー ト内部 で拡散 し、輝度む らの少 な い面状光 と して

拡散 シー トか ら出射 され る。 レンズ シー トは光の放射特性 を偏 向 させ る （集

光 させ る） シー トで あ り、光が入射す る と、その光 は集光 され 、単位 面積 あ

た りの発光輝度が 向上す る。なお、 これ ら以外の光学 シー トが用 い られ る こ

ともある。

[0032] バ ックライ トュニ ッ ト2 か ら出射 した光 は、光学 シー トュニ ッ ト3 に入射

す る。光学 シー トユニ ッ ト3 に入射 した光 は拡散 され た り、集光 され た りし

て、輝度む らを減 らす とともに、発光輝度 を高め、液 晶表示パ ネル 1 に入射

す る。

[0033] バ ックライ トュニ ッ ト2 につ いて図面 を参照 して詳 しく説 明す る。図 2 は

図 1 に示す液 晶表示装置 に用 い られ るバ ックライ トュニ ッ 卜の分解斜視 図で

あ り、図 3 は図 2 に示すバ ックライ トュニ ッ 卜に用 い られ る導光板の背面図

で ある。パ、ックライ トュニ ッ ト2 はエ ッジライ ト式のバ ックライ トで ある。

図 2 に示す よ うに、パ、ックライ トユニ ッ ト2 は、 シャー シで あるバ ックライ

トシヤ一 シ 4 と、バ ックライ トシヤ一 シ 4 に保持 され る導光板 5 と、バ ック

ライ トシヤ一 シ 4 に保持 され 、導光板 5 に向か って光 を出射す る光源 で ある



複数個 （ここでは左右 5 個ずつ、あわせて 1 0 個）の L E D ランプ6 とを備

えている。

[0034] 図 2 に示すように、バックライ トシヤ一シ4 は長方形状の背面部 4 と、

背面部 4 1 の四辺より立ち上がり形成された側壁部 4 2 とを備えている。バ

ックライ トシャーシ4 の背面部 4 及び側壁部 4 2 を覆うように反射シ一 ト

(不図示）が取り付けられている。反射シー トは導光板 5 から漏れた光を再

度、導光板 5 に戻すためのものであり、通常、白色のシー トが用いられる。

反射シ一 トは浮き上がらないようにバックライ トシヤ一シ4 に固定されるこ

とが好ましい。そのため、反射シー トの固定方法としては、例えば、両面接

着タイプの粘着シ一 卜で反射シ一 卜の裏面を背面部 4 及び側壁部 4 2 に接

着する方法を挙げることができる。

[0035] 導光板 5 は透明な直方体板状の部材である。導光板 5 は、側面に L E D ラ

ンプ6 からの光を受光する受光部 5 1 が形成されている。なお、導光板 5 で

は、長手方向の両端面が受光部 5 1 である。また、導光板 5 の主面の一方が

、受光部 5 1 から入射された光が出射する出射部 5 2 となっている。また、

出射部 5 2 の反対側の面はバックライ トシャーシ4 の背面部 4 と対向する

取付部 5 3 となっている。導光板 5 及び L E D ランプ6 は、反射シー トが配

置されたバックライ トシヤ一シ4 に取り付けられる。

[0036] 図 3 に示すように、導光板 5 の取付部 5 3 には、脚部材 5 3 が備えられ

ている。脚部材 5 3 は長方形状の平面である取付部 5 3 に対して直交する

円柱状の部材である。また、脚部材 5 3 は長方形状の取付部 5 3 の四隅及

び各辺の中間にそれぞれ備えられている。一方で、バックライ トシヤ一シ4

の背面部 4 には、導光板 5 をバックライ トシヤ一シ4 に配置 したとき、脚

部材 5 3 と対応する位置に貫通孔である保持部 4 が備えられている。

また、反射シ一 トにも脚部材 5 3 が貫通する貫通孔が備えられている。

[0037] 脚部材 5 3 が反射シ一 卜の貫通孔及び背面部 4 の保持部 4 を貫通

することで、導光板 5 はバックライ トシヤ一シ4 の正規位置に位置決めされ

る。また、脚部材 5 3 を保持部 4 に挿入するので、導光板 5 がずれに



くし、。これにより、導光板 5 をバックライ トシャーシ4 に固定するための接

着材ゃ粘着シー ト等の固定部材を削減することができる。なお、脚部材 5 3

は導光板 5 に力が作用しても変形したり、破損 したりしない程度の強度を

有するものが好ましい。

[0038] 脚部材 5 3 は導光板 5 と一体に形成されていてもよいし、導光板 5 に着

脱可能に取り付けられるものであってもよい。また、脚部材 5 3 は円柱状

の部材であるが、先端に向かって細くなるテ一/《形状の柱部材であってもよ

し、。脚部材 5 3 をテーパ形状とすることで、微調整をしなくても脚部材 5

3 1 を保持部 4 1 1 に挿入することができる。これにより、導光板 5 を容易

にバックライ トシヤ一シ4 に取り付けることができる。上述のバックライ ト

ュニット2 において導光板 4 は 8 個の脚部材 5 3 を備えていたが、それに

限定されるものではなく、導光板 5 の大きさに合わせて、導光板 5 を安定し

てバックライ トシヤ一シ4 に配置できるのであれば、 8 個よりも多くても、

少なくてもかまわない。

[0039] 本発明にかかるバックライ トュニッ卜の他の例について図面を参照して説

明する。図 4 は本発明にかかるバックライ トュニッ卜の導光板及びバックラ

ィ トシヤ一シの他の例の概略図である。図 4 に示す導光板 5 A は脚部材 5 3

a の場所が異なる以外、図 3 に示す導光板 5 と同じ構成となっている。ま

た、バックライ トシヤ一シ4 A は保持部 4 a の位置が異なる以外、図 2

に示すバックライ トシャーシ4 と同じ構成となっている。なお、図 4 におい

て、実質上同じ部分には、同じ符号を付すとともに、同じ部分の詳細な説明

は省略する。また、図 3 に示す導光板 5 と比較するため脚部材 5 3 1 を二点

差線で示している。また、脚部材 5 3 1 aと保持部 4 a との対応を一点鎖

線の矢印で示している。

[0040] 図 4 に示すように、脚部材 5 3 1 a は長方形状の取付部 5 3 の四隅近傍及

び各辺の中央部近傍に配置されている。しかしながら、導光板 5 とは異なり

、8 個の脚部材 5 3 1 a は、各脚部材 5 3 a の位置が取付部 5 3 の重心を

中心とする点対称とならないように配置されている。そして、バックライ ト



シャーシ 4 A の背面部 4 は、導光板 5 A の方向が正 しい取 り付け方向のと

きの脚部材 5 3 a と対応する位置に保持部 4 a が形成されている。導

光板 5 A の向きがバックライ トシヤ一シ 4 A に対 して正 しいとき、脚部材 5

3 a は保持部 4 a に挿入され、導光板 5 A はバックライ トシヤ一シ 4

A に位置決めされて取 り付けられる。

[0041 ] 導光板 5 A が取付部 5 3 の中心を通 り取付部 5 3 に直交する軸回 りに 1 8

0 度回転 している場合、脚部材 5 3 a と保持部 4 a とが正面視で重な

らないので、脚部材 5 3 a を保持部 4 a に揷入できない。すなわち、

導光板 5 A は、正 しい向きのときだけ、バックライ トシャーシ 4 A に取 り付

けることができる。これにより、導光板 5 A の方向を厳密にチェックしなく

ても、導光板 5 A はバックライ トシヤ一シ 4 A に正 しい向きで取 り付けられ

る。

[0042] 本発明にかかるバックライ トュニッ 卜のさらに他の例について図面を参照

して説明する。図 5 は同じくバックライ トュニッ 卜の導光板及びバックライ

トシヤ一シの他の例の概略図である。図 5 に示す導光板 5 B は脚部材 5 3

b を備えている以外は、図 3 に示す導光板 5 と同じ構成ある。また、バック

ライ トシヤ一シ 4 B は保持部 4 b の形状が異なる以外、図 2 に示すバッ

クライ トシヤ一シ 4 と同じ構成となっている。実質上同じ部分には同じ符号

を付すとともに、同じ部分の詳細な説明は省略する。

[0043] 図 5 に示すように、取付部 5 3 の四隅及び各辺の中央部分には、脚部材 5

3 b が配置されている。なお、上述 しているように、脚部材 5 3 b の位

置は、導光板 5 の脚部材 5 3 と同じである。そ して、脚部材 5 3 b の取

付部 5 3 と平行な面で切断 した断面は、正五角形である。また、バックライ

トシヤ一シ 4 B の背面部 4 は、導光板 5 B の脚部材 5 3 b と対応する位

置に、脚部材 5 3 b の断面形状と同じ正五角形状の保持部 4 b が形成

されている。導光板 5 曰カ《バックライ トシヤ一シ 4 B に対 して正 しい方向の

ときに限 り、脚部材 5 3 b は保持部 4 b に挿入され、導光板 5 B はバ

ックライ トシャーシ 4 B に精度良く位置決めされ、保持される。



[0044] 導光板 5 B が取付部 5 3 の中心を通り取付部 5 3 に直交する軸回りに 1 8

0 度回転している場合、脚部材 5 3 b はそれぞれ、取付部 5 3 の中心を挟

んで対称となる位置に移動する。このとき、脚部材 5 3 1 b の断面形状が正

五角形であり、点対称形ではないので、脚部材 5 3 b と保持部材 4 b

との形状が 1 8 0 度回転した形状となっており、脚部材 5 3 1 b を保持部材

4 1 b に挿入できない。すなわち、導光板 5 B は、正しい向きのときだけ

、バックライ トシャーシ4 B に取り付けることができる。これにより、導光

板 5 B の方向を厳密にチェックしなくても、バックライ トシヤ一シ4 B に導

光板 5 B を正しい向きで取り付けることができる。

[0045] なお、上述したバックライ トュニットでは、脚部材 5 3 b の断面形状及

び保持部 4 1 b の形状として正五角形を例に説明しているが、これに限定

されるものではなく、三角形や扇形等点対称ではない （導光板を上述のよう

に 1 8 0 度回転させたときに重ならない）形状のものを広く採用することが

できる。また、上述したバックライ トュニットでは、脚部材 5 3 b 全ての

断面形状及び保持部 4 1 b の形状を正五角形としたが、これに限定される

ものではなく、取付部 5 3 の中心を挟んで対称となる少なくとも 1組の脚部

材及びこの脚部材と対応する保持部 4 1 b の形状が、点対称ではない形状

であっても同様の効果を得ることができる。すなわち、導光板は厳密にチェ

ックしなくても正しい方向でバックライ トシヤ一シに取り付けできる。

[0046] 本発明にかかるバックライ トュニッ卜のさらに他の例について図面を参照

して説明する。図 6 は同じくバックライ トュニッ卜の導光板及びバックライ

トシャーシの他の例の概略図である。図 6 に示す導光板 5 C は 8 個の脚部材

5 3 1 のうち 1 つが脚部材 5 3 1 c になっている以外は、図 3 に示す導光板

5 と同じ構成である。また、バックライ トシヤ一シ4 C は保持部 4 1 1 c の

形状が異なる以外、図 2 に示すバックライ トシヤ一シ4 と同じ構成となって

いる。実質上同じ部分には同じ符号を付すとともに、同じ部分の詳細な説明

は省略する。

[0047] 図 6 に示すように、導光板 5 C は取付部 5 3 の背面から見て右上隅部分に



脚部材 5 3 1 c を備えている。そして、取付部 5 3 の残りの隅部及び各辺の

中央部分には、脚部材 5 3 1 が備えられている。なお、上述しているように

、脚部材 5 3 c 及び脚部材 5 3 の位置は、導光板 5 の脚部材 5 3 1 と同

じである。そして、バックライ トシャーシ4 C の背面部 4 1 は、正面から見

て左上隅部分に保持部 4 1 c が形成されている。また、残りの脚部材 5 3

と対応する位置には、バックライ トシヤ一シ4 と同じ保持部 4 が形成

されている。脚部材 5 3 c の取付部 5 3 と平行な面で切断した断面の形状

は正方形である。同様に、保持部材 4 1 c の形状もまた正方形である。図

6 に示しているように、導光板 5 C の向きがバックライ トシヤ一シ4 C に対

して正しいとき、脚部材 5 3 c は保持部 4 c と対応しており、導光板

5 C はバックライ トシヤ一シ4 C に精度良く位置決めされ、保持される。

[0048] 導光板 5 C が取付部 5 3 の中心を通り取付部 5 3 に直交する軸回りに 1 8

0 度回転している場合、脚部材 5 3 c は正面視、右下隅部分の保持部 4

と対向する。このとき、脚部材 5 3 c の断面形状が正方形であり、右下

隅部分の保持部 4 の形状は円形なので、脚部材 5 3 c は保持部 4

に挿入できない。同様に、回転によって保持部 4 1 c と対向した脚部材 5

3 は、断面円形状であり、正方形である保持部 4 c と異なる形状なの

で、挿入できない。すなわち、導光板 5 C は、正しい向きのときに限り、バ

ックライ トシヤ一シ4 C に精度良く位置決めされるとともに保持される。こ

れにより、導光板 5 C の方向を厳密にチェックしなくても、導光板 5 C はバ

ックライ トシヤ一シ4 C に正しい向きで取り付けられる。

[0049] なお、脚部材 5 3 の断面が円形状で脚部材 5 3 c の断面が正方形であ

るので、脚部材 5 3 1 の断面が脚部材 5 3 c の断面よりも大きいとき、脚

部材 5 3 c を保持部 4 に挿入することが可能である。この場合であつ

ても、脚部材 5 3 を保持部材 4 c に挿入することはできない。脚部材

5 3 の断面が脚部材 5 3 c の断面より小さい場合は逆に、脚部材 5 3

を保持部 4 c に挿入できても、脚部材 5 3 c を保持部材 4 に挿入

することができない。すなわち、脚部材 5 3 c と脚部材 5 3 の大小にか



かわ らず、導光板 5 C は正 しい方向でバ ックライ トシヤ一シ 4 C に取 り付 け

られ る。

[0050] なお、上述の例では断面形状の異なる脚部材 を 1 つ備 えているものを例 に

説明 しているが、 これに限定 され るものではな く、導光板は断面が異なる 2

種類以上の脚部材 を備 える構成であればよい。 この とき、取付部の中心を挟

んで対称に配置 され る脚部材の組の うち、少な くとも 1 組は異なる断面形状

を備 える脚部材の組み となっている。

[0051 ] さらに上述の例では、導光板が回転 した ときの脚部材が保持部に挿入 され

るのを防 ぐために、脚部材の断面形状を変化 させて対応 しているが、断面形

状は同 じで、断面の大きさを変えてもよい。 この場合 も、大きな断面の脚部

は小 さな断面の脚部が挿入 され る保持部には挿入できない。 これによ り、導

光板は正 しい方向の時に限 り、バ ックライ トュニ ッ 卜に精度良 く位置決め さ

れ るとともに、保持 され る。

[0052] 本発明にかかるバ ックライ トュニ ッ 卜の さらに他の例 について図面を参照

して説明する。図 7 は同 じくバ ックライ トュニ ッ 卜の導光板及びバ ックライ

トシヤ一シの他の例の概略図である。図 7 に示す導光板 7 は、複数個 （ここ

では 5 個であるが これには限定 されない）の導光部材 7 0 を備 えてお り、導

光部材 7 0 はバ ックライ トシヤ一シ 4 内部に並べて配置 され る。

[0053] 導光部材 7 0 は透明な直方体板状の部材であ り短手方向に並べ られて導光

板 7 を構成する。導光部材 7 0 は、側面が L E D ランプ 6 か らの光を受光す

る受光部 7 0 1 となっている。なお、導光部材 7 0 では、長手方向の両端面

が受光部 7 0 である。また、導光部材 7 0 の主面の一方が、受光 7 0 1 で

受光 した光を出射する出射部 となっている。また、出射部の反対側の面はバ

ックライ トシヤ一シ 4 の背面部 4 と対向する取付部 7 0 3 となっている。

[0054] 図 7 に示すように、導光部材 7 0 は取付部 7 0 3 の長手方向の両端部近傍

に、取付部 7 0 3 と直交する方向に突出する脚部材 7 0 4 が配置 されている

。バ ックライ トシヤ一シ 4 の背面部 4 には、導光部材 7 0 力《バ ックライ ト

シャーシ 4 に並べて配置 された とき、各脚部材 7 0 4 と対応する位置に、脚



部材 7 0 4 が挿入される貫通孔である保持部 4 1 2 が備えられている。脚部

材 7 0 4 を保持部 4 2 に挿入させて導光部材 7 0 を並べて配置することで

、バックライ トシヤ一シ4 内に導光板 7 を容易に形成することができる。

[0055] また、導光部材 7 0 ごとに L E D ランプ6 か らの光の輝度を調整すること

で、領域 ごとに異なる輝度の光を出射するエリア制御を行うことが可能であ

る。なお、脚部材 7 0 4 及び保持部 4 1 2 に上述 したような、形状、配置、

大きさ等の特徴を加えることで、導光部材 7 0 を容易に正 しい方向でバック

ライ トシャーシ4 に配置することが可能である。なお、図示及び説明を省略

しているが、導光部材 7 0 とバックライ トシヤ一シ4 との間には反射シー ト

が配置されている。そ して、脚部材 7 0 4 が反射シー トに形成されている貫

通孔を貫通 している。

[0056] なお、上述の各実施形態におけるバックライ トシヤ一シの保持部は、背面

部 4 1 に形成された貫通孔であつたが、貫通孔以外にも、閉 じた凹穴であつ

てもよい。例えば、バックライ トシヤ一シが金属板で形成されているとする

と、金属板の押出成形を利用 して作製することが可能である。また、これ以

外にも、脚部材を円滑に挿入することができる穴を形成する方法を利用 して

かまわない。

[0057] 上記各実施形態に記載のバックライ トュニッ トでは、導光板 （或いは導光

部材）が直方体形状であり、導光板のバックライ トシャーシとの係合構造体

である脚部材が導光板の外部に突出 した形状を有 しているので、光源からの

光が係合構造体で遮 られないし、切 り欠き等が形成されてその部分で不均一

な反射 ほL反射） しないので、出射部から出射される面状光の輝度むらを抑

えることが可能である。

[0058] また、脚部材を保持部に挿入することで導光板をバックライ トシャーシに

精度良く位置決めすることができるので、出射部からの面状光が液晶表示パ

ネルの画像表示を行う領域に精度良く照射することができる。

[0059] また、導光板を正 しい向きでバックライ トシヤ一シに取 り付けることが可

能であるので、受光部が光源に向かって正 しく配置され、光源からの光を無



駄 な く受光部 で受光す る ことがで きる。 これ によ り、バ ックライ トユニ ッ ト

か ら出射 され る面状光の輝度 を高め る ことが可能 で ある。

[0060] さ らに、上述 した実施 形態 において、光源 で ある L E D ランプは導光板の

左右 に同数ず つ備 え られ て いるが、スペースの制限や、バ ックライ トュニ ッ

卜に取 り付 け られ る装置 との兼ね合 いによ って、バ ランス よ く配置 で きな い

場合が ある。 この場合 で も、また、導光板 は直方体 か ら突出す る脚部材 を備

える構造 で あるので、構造が簡単 で製造が容易で ある。また、前記導光板が

簡単 な形状 で あるので、導光板 内での光 を効率 よ く伝達 させ るための最適化

設計が容易で ある。また、導光板が回転 し、導光板が異 な る向きでバ ックラ

イ トシャー シに取 り付 け られ るの を抑制 で きる。 これ によ り、最適化 され た

導光板の性能 を容易 に引 き出す ことが可能 で ある。

産業上の利用可能性

[0061 ] 本発 明は、薄型テ レビジ ョン装置 、薄型デ ィス プ レイ装置 、携帯電話等の

機器 の表示装置 と して利用す る ことがで きる。

符号の説明

[0062] 液 晶表示パ ネル

2 パ、ックライ トュニ ッ ト

3 光学 シー トユニ ッ ト

4 くックライ 卜シャー シ （シャー シ）

4 背面部

4 保持部

4 2 側壁部

4 3 反射 シ一 ト

5 導光板

5 受光部

5 2 出射部

5 3 取付部

5 3 脚部材



L E D ランプ

導光板

導光部材

受光部

3 取付部

4 脚部材



請求の範囲

シャ一 シと、

前記 シャー シの内部に取 り付 けられた光源 と、

前記 シャー シの内部に取 り付 けられ前記光源か らの光 を端面か ら受

光 し面状光 と して正面側の出射部か ら出射す る直方体の導光板 とを備

えたパ、ックライ トュニ ッ 卜であって、

前記導光板は、前記出射部の反対側の面である取付部か ら突出す る

複数個の脚部材 を備 えてお り、

前記 シャー シは前記脚部材が揷入 され る保持部 を備 えていることを

特徴 とす るバ ックライ トュニ ッ ト。

前記導光板 と前記複数個の脚部材 とが、一体成型体である請求項 1

に記載のバ ックライ トュニ ッ ト。

前記複数個の脚部材が、前記導光板に対 して着脱可能である請求項

に記載のバ ックライ トュニ ッ ト。

前記複数個の脚部材 は、前記導光板 を前記取付部の中心 を通 り前記

取付部 と直交す る軸で 1 8 0 度回転 した とき、前記保持部に挿入でき

ないように形成 されている請求項 1 か ら請求項 3 の いずれかに記載の

ノくッ クライ トュニ ッ ト。

前記取付部の中心 を挟んで対称の位置 にある少な くとも 1 組の脚部

材の前記取付部 と平行な面で切断 した断面が、点対称ではない形状で

ある請求項 1 か ら請求項 4 の いずれかに記載のバ ックライ トュニ ッ ト

[請求項6] 前記取付部 と平行な面で切断 した断面形状が異なる 2 種類以上の脚

部材 を備 えている請求項 1 か ら 5 の いずれかに記載のバ ックライ トュ

ニ ッ ト。

[請求項7] 前記導光板が複数個の導光部材 に分割可能な構造 を有 してお り、

前記導光部材 はそれぞれ 2 個 以上の脚部材 を備 えている請求項 1 か

ら請求項 6 の いずれかに記載のバ ックライ トユニ ッ ト。



[請求項8] 前記保持部は貫通孔である請求項 1 か ら請求項 7 の いずれかに記載

のバ ックライ トュニ ッ ト。

[請求項9] 前記保持部は閉 じた凹穴である請求項 1 か ら請求項 7 の いずれかに

記載のバ ックライ トュニ ッ ト。

[請求項 10] 請求項 1 か ら請求項 9 に記載のバ ックライ トュニ ッ トを用 いた液晶

表示装置。
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